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研究概要
交通工学分野では、確率的利用者均衡配分などの交通量（貨物量）配分モデルの開発が盛んである。貨物量配分モデ

ルは四段階推定法（①発生・集中交通量、②分布交通量、③分担交通量、④配分交通量）における③と④にあたる段階で

あり、貨物量配分モデルは完成されつつある状況にある。しかしながら、配分モデルの精緻化が大きく進展したとしても、①

②段階で作成する配分モデルの入力となる OD 表が実際を正しく反映していないと、③④の貨物配分結果の妥当性は損な

われたままである。各ゾーンの貨物発生集中量は、国全体の貨物量を県内総生産（GRP）などの「代理指標」により各ゾーン（県

レベル）に按分するのが一般的な方法である。ゾーン内の他ノードで実際に発生集中している貨物はセントロイドに集約され

るため、県レベルでの粗雑なゾーニングでは、配分結果の正確性が大きく損なわれる。また、GRP などの「代理指標」は正

確に貨物発生集中量を反映していない問題もある。つまり、ゾーニングをより密にすることが可能で、正確な貨物発生集中量

を推定するための新たな指標と手法が必要であり、本研究課題では、夜間光データを用いて貨物発生集中量を精緻に推定

する方法を開発することを目的とする。モデル構築後、従来の方法により作成された OD 表と夜間光で作成された OD 表を

貨物量配分モデルに適用し、結果の精度を比較する。
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